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○ 登録者情報

所在地

略歴

著書・論文等

著書は「森の健康診断」（築地書館）、「素人の山仕事入門」「島はもうひとつの学校」ほか。現在「林業新知識」（全国
林業普及協会）に毎月連載中です。

◆略歴：信州大学農学部卒。1980年農林水産省入省、2010年3月に東海農政局早期退職。鳥取大学地域学部
非常勤講師、岐阜県立森林文化アカデミー非常勤講師、NPO法人賀露おやじの会事務局長、矢作川水系森林ボラ
ンティア協議会（矢森協）代表、矢作川森の健康診断実行委員会代表、NPO法人夕立山森林塾副代表、ＮＰＯ法
人山里文化研究所副代表、組手什おかげまわし協議会代表、島崎山造り塾顧問、杣の杜学者副代表等。

◆受賞等：森の健康診断運動で「第９回明日への環境賞」（朝日新聞）。

◆2010年度鳥取県地域マネージャー
2012年度  地域再生マネージャー事業　「奥三河連携木の駅プロジェクト」　（愛知県　新城市）
2013年度  地域再生マネージャー事業　「都市と山里をつなぐ木の駅プロジェクト」（長野県根羽村）
2013年度  スタートアップ事業（栃木県　那珂川町）

山里の知恵と技と資源を再構築します

丹羽　健司 にわ　けんじ
特定非営利活動法人　地域再生機構　木の駅アドバイザー

岐阜県岐阜市



○

取組の内容

山里の知恵と技と資源を再構築します

◆2010年より鳥取県の地域マネージャーとしてNPO法人賀露おやじの会で、鳥取県智頭町木の宿場プロジェクト」など
の立ち上げに成功。2012年よりＮＰＯ法人地域再生機構で木の駅アドバイザーとして活動中。

◆「森の健康診断」は、森を科学と五感で知る活動を矢森協で実施中。2005年愛知県豊田市で市民参加型森林調
査「森の健康診断」運動を開始、現在全国30余県で展開中。その後「子どもの森の健康診断」や「森の健康診断出
前事業」も開始。

◆「山里の聞き書き塾」は「森の聞き書き甲子園」の大人版で、村の心を知る山里文化研究所の活動。聞き書きの手
法を１泊２日の合宿講習で学び、そのあと話者とのアポ取りから聞き取り、書き起こし、編集まで塾が指導・添削して作
品や書籍にする活動を行っています。

◆「木の駅プロジェクト」は、林地残材を地域通貨で支払い地域の商店と森を元気にする活動。2009年に恵那市にて
開始。現在、恵那市、智頭町、豊田市、大垣市、土佐町など全国３０箇所で立ち上がり、他全国各地で準備中であ
り、その立ち上げ・運営の支援や薪利用・木質エネルギー利用などへのコーディネートを行っています。

◆「島崎山造り塾」では、初心者のために人工林の選木からチェーンソーを使った伐木・造材、簡易機械による搬出まで
を講習し木の駅につなげる活動をしています。

鳥取県智頭町



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

○ 参考

取組の分類

地域経営改革 まちなか再生
地場産品発掘・ブランド化 若者自立支援
少子化対策 安心・安全なまちづくり
企業立地促進 環境保全
定住促進 その他
観光振興・交流6

関連ホームページ

木の駅プロジェクト http://kinoeki.org/

森の健康診断 http://mori-gis.org/
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山里文化研究所 http://www.yamazato4.com/
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◆立ち上げる事業は、「全国どこででも誰でも実施できる」ことを念頭に、標準化しすべてのノウハウをオープンにして公開
しています。

◆木の駅は全国約３０箇所で実施され、現在年間取扱林地残材量は約1万トン、地域通貨発行金額は約6000万
円が想定され、年々倍増しています。

◆森の健康診断は、これまで全国３７都道府県で実施、毎年約１００名の講師を派遣しています。

　地域人材ネットでは、登録者の取組を11の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

◆「全国どこででも誰でもできる」ように標準化、マニュアル化、オープンソース化することと、各地域でのオリジナリティ、自
発性、自主性発揮との折り合いのつけ方が難しく感じます。各地域での「俺たちの村のことは俺たちで決められる」という
自治の成功体験の愚直な繰り返しが、結果としてと村への愛情、誇りの掘り起こしにつながると確信しています。

山村再生は、その殆どを占める森を知り、森を守りその恵みを享受してきた村の心を知り、その森と村をつなげて次代に
つなげる仕組みづくりから始まります。そのツールとして森を知る「森の健康診断」、村の持続可能な知恵と手業と魂を尊
ぶ「山里の聞き書き」、林地残材と地域通貨による村の心地よい経済を作る「木の駅プロジェクト」、さらには木質バイオ
マスによる地域内エネルギー自給「地産地焼」などを組み合わせて、地域おこしのお手伝いをしてきました。これらはとりも
なおさず山村の自治と自立と誇りの再生です。そんな伴走を続けたいと思います。
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